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宮古地区広域行政組合広報

　第41回消防救助技術岩手県大会への出場選手を決めるた
め、平成29年５月26日、宮古消防署を会場に平成29年度宮古
地区消防救助技術選考会が開催されました。
　この選考会は、宮古広域管内の消防職員が日頃の訓練の成
果を発表し、消防が任務とする救助技術の相互研鑽に努め、
一層の士気と技術の高揚を図ることを目的に行われています。
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●平成29年度に実施する
　主な事業
●平成28年度議会報告
●事務局施設課からの
　お知らせ
●消防本部からのお知らせ
●消防車両紹介
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　平成29年度の組合一般会計当初予算の
総額は34億1,124万2千円。前年度当初予
算と比較し、ごみ焼却施設の改良事業が完
了したことなどから、17億2,567万4千円

（33.6％）の減額です。

議会事業　　　　　　　　　 　 2,521千円
　宮古地区広域行政組合議会の開催、議員
報酬、研修等の費用です。
一般管理事業　　　　　　 　  86,604千円
　財務会計システム等の運用など事務局の
管理運営に要する経費です。

清掃総務事業　　　　　　　 152,696千円
　山田町、岩泉町及び田野畑村のごみ収集
運搬委託等に要する経費です。主な内訳は
次のとおりです。
　山田町地域ごみ収集運搬委託料　　
　　　　　　　　　　　　　　 64,376千円
　岩泉町地域ごみ収集運搬委託料　

　　　　　　　　　　　　 66,804千円
　田野畑村地域ごみ収集運搬委託料

　 21,330千円
ごみ焼却施設事業　　　　　 305,374千円
　清掃センターの管理運営、施設の修繕等
に要する経費です。
埋立処分地施設事業　　　　 142,172千円
　最終処分場の管理運営に要する経費です。
し尿処理施設事業　　　 　　 183,743千円
　衛生処理センター及び第２衛生処理場の
管理運営に要する経費です。
汚泥混焼施設事業　　　　 　  12,340千円
　下水道処理に伴い発生した汚泥を焼却す
る施設の管理運営に要する経費です。
リサイクル施設事業　　　 　  83,914千円
　リサイクル施設の管理運営に要する経費
です。
し尿処理施設基幹的設備改良事業

423,057千円
　し尿処理施設の延命化を図るために要す
る経費です。
災害ごみ処理事業　　　　 　  13,169千円
　台風第10号で発生した災害ごみの処理に
要する経費です。
常備消防事業　　　  　　  1,650,094千円
　消防職員の人件費を始めとした火災予防、
警防、救急、救助業務等に要する経費です。
消防施設事業　　　　　　 　 301,070千円
　消防施設の整備、車両購入に要する経費
です。
消防施設災害復旧事業　　　   15,445千円
　消防施設の災害復旧事業に要する経費で
す。

平成29年度に実施する主な事業

【歳入】 （単位：千円、％）

款 H29予算 構成比 対前年度増減額
1 分担金及び負担金 3,232,411 94.8 △1,356,082

宮古市 1,921,707 56.4 △819,587
山田町 621,820 18.2 △217,818
岩泉町 488,150 14.3 △218,708
田野畑村 200,734 5.9 △99,969

2 使用料及び手数料 55,506 1.6 7,869
3 国庫支出金 84,878 2.5 △383,487
4 県支出金 17,642 0.5 652
5 財産収入 361 ─ 0
6 繰越金 1 ─ 0
7 諸収入 20,443 0.6 5,374

歳入合計 3,411,242 100.0 △1,725,674

【歳出】 （単位：千円、％）

款 H29予算 構成比 対前年度増減額
1 議会費 2,521 0.1 △78
2 総務費 87,022 2.5 2,963
3 衛生費 1,316,475 38.6 △1,655,404
4 消防費 1,951,164 57.2 △88,215
5 災害復旧費 15,445 0.4 15,443
6 公債費 36,615 1.1 △383
7 予備費 2,000 0.1 0

歳出合計 3,411,242 100.0 △1,725,674

平成29年度宮古地区広域行政組合一般会計当初予算
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　組合議員の定数は13人で構成市町村議会
から選出されます。選出される議員の人数は、
宮古市５人、山田町３人、岩泉町３人、田野
畑村２人です。
　議員の任期は、構成市町村のそれぞれの議
会議員の任期によります。
　平成29年５月、岩泉町議会選出議員の任期
満了に伴い３人の議員に変更がありました。
　構成市町村の選出議員は下記のとおりで
す。
　議　長　竹　花　邦　彦（宮古市）
　副議長　尾　形　英　明（山田町）
　議　員　合　砂　丈　司（岩泉町）
　議　員　伊　藤　　　清（宮古市）
　議　員　八重樫　龍　介（岩泉町）
　議　員　黒　沢　一　成（山田町）
　議　員　佐々木　重　勝（宮古市）
　議　員　古　舘　章　秀（宮古市）
　議　員　畠　山　昌　典（岩泉町）
　議　員　畠　山　拓　雄（田野畑村）
　議　員　落　合　久　三（宮古市）
　議　員　阿　部　吉　衛（山田町）
　議　員　菊　地　　　大（田野畑村）

　定例会を２回、臨時会を３回開催し、全案
件が承認、議決されました。
　なお、議会会議録を宮古地区広域行政組合
ホームページに掲載しています。

平成28年５月宮古地区広域行政組合議会臨時会
平成28年５月31日開会
報告第１号　岩手県市町村総合事務組合を組
　　　　　　織する地方公共団体の数の減少
　　　　　　及び岩手県市町村総合事務組合
　　　　　　規約の一部変更の協議に関する
　　　　　　専決処分について
議案第１号　し尿処理施設基幹的設備改良工
　　　　　　事の請負契約の締結に関し議決
　　　　　　を求めることについて
議案第２号　財産の取得に関し議決を求める

　　　　　　ことについて
　　　　　　（山田消防署：小型動力ポンプ
　　　　　　  付水槽車）
議案第３号　財産の取得に関し議決を求める
　　　　　　ことについて
　　　　　　（岩泉消防署：救助工作車Ⅱ型）
議案第４号　財産の取得に関し議決を求める
　　　　　　ことについて
　　　　　　（田野畑分署：水槽付消防ポン
　　　　　　  プ自動車Ⅱ型）
平成28年10月宮古地区広域行政組合議会定例会
平成28年10月31日開会
認定第１号　平成27年度宮古地区広域行政
　　　　　　組合一般会計歳入歳出決算の認
　　　　　　定について
議案第１号　平成28年度宮古地区広域行政
　　　　　　組合一般会計補正予算（第１号）
平成28年11月宮古地区広域行政組合議会臨時会
平成28年11月30日開会
議案第１号　平成28年度宮古地区広域行政
　　　　　　組合一般会計補正予算（第２号）
議案第２号　宮古地区広域行政組合一般職の
　　　　　　職員の給与に関する条例の一部
　　　　　　を改正する条例
平成29年1月宮古地区広域行政組合議会臨時会
平成29年1月18日開会
議案第１号　宮古地区広域行政組合職員の退
　　　　　　職管理に関する条例
議案第２号　宮古地区広域行政組合職員の勤
　　　　　　務時間、休日及び休暇に関する
　　　　　　条例の一部を改正する条例
議案第３号　宮古地区広域行政組合職員の育
　　　　　　児休業等に関する条例の一部を
　　　　　　改正する条例
議案第４号　山田消防署庁舎建設（建築）工事
　　　　　　の請負契約の締結に関し議決を
　　　　　　求めることについて
平成29年3月宮古地区広域行政組合議会定例会
平成29年3月23日開会
議案第１号　平成29年度宮古地区広域行政
　　　　　　組合一般会計予算
議案第２号　平成28年度宮古地区広域行政
　　　　　　組合一般会計補正予算（第３号）
議案第３号　宮古地区広域行政組合個人情報
　　　　　　保護条例の一部を改正する条例

平成28年度 議会報告

宮古地区広域行政組合議会
議　員　紹　介
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　集積所にごみを出せない場合や、一度に
多量のごみを出す場合は、直接、ごみ処理
施設に持ち込んでください。
　直接、持ち込みができない場合は、お住
まいの地域の許可業者に依頼してください。
　※許可業者に依頼する場合は費用がかか
　　ります。
●受入場所
　宮古市千徳14-111　計量棟
　※一般家庭から排出される資源物は、直  
　　接、計量棟隣の「みやこ広域リサイク
　　ルセンター」に搬入してください。
●受入時間（施設共通）
　午前８時30分～12時
　午後１時～４時30分
　※日曜日、１月１日～３日は休みです。
●ごみの分別区分
　組合ホームページに掲載している「ごみの
分別受入辞典」または、お住いの市町村で発行
しているごみ分別辞典等をご覧ください。
●搬入方法
■事前の予約は不要です。受入時間内に搬入
　してください。
■ごみは、種類ごとに処理していますので、
　分別してください。
■ごみは種類により指定された袋を使用して
　ください。
■地域ごとに排出量を集計しますので、係
　員の聞き取りにご協力をお願いします。
■燃やせるごみに燃やせないごみを混ぜない
　でください。
　焼却炉の故障を招く事態となることがあ
　ります。
●ごみ処理手数料
■家庭系一般廃棄物
  【燃やせるごみ・燃やせないごみ】
　50kgまで無料。50kgを超えた場合10kg

　ごとに50円加算。
　※フロンガスを回収する必要があるごみ
　　は、１個につき500円加算。
  【資源物・使用済小型家電】
　無料
■事業系一般廃棄物
  【燃やせるごみ・燃やせないごみ】
　10kgまで50円。10kgを超えた場合10kg
　ごとに50円加算。
  【缶類・ビン類・ペットボトル】
　10kgまで30円。10kgを超えた場合10kg
　ごとに30円加算。
　※個人消費に伴って排出されたものに限
　　ります。
　※事業活動に伴って排出されたものにつ
　　いては産業廃棄物として適正に処理し
　　てください。
■小動物の死体
　１体につき20kgまで1,000円。
　20kgを超える場合1,500円。
　※ペットの依頼であっても、廃棄物として
　　取扱いますので、ご了承ください。

　し尿の汲取りは、お住まいの地域の許可
業者に依頼してください。
　年末、お盆の前など、汲取り依頼が集中
する時期は、早めの連絡を心がけましょう。
●し尿の汲取り料金
　180ℓまで1,161円。180ℓを超える18ℓ
ごとに116円10銭加算。

　燃やせないごみから希少な金属を回収す
ること等を目的に、使用済小型家電を回収
しています。
　ハードディスク等個人情報が記録されて
いる部品以外についてはむやみに分解、破
壊を行わないでください。
　お住まいの公共施設に設置している回収

事務局施設課からのお知らせ
ごみの持ち込みについて

し尿の汲取りについて

使用済小型家電を回収しています
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ボックスの利用または、みやこ広域リサイ
クルセンターに直接（回収ボックスに入りき
らないものも含む）持ち込んでください。
●対象品目
　携帯電話類、パソコン類、デジタルカメラ類、
映像用機器（DVDプレイヤー等）、音響機器（デ
ジタルオーディオプレイヤー等）、補助記憶装
置、電子書籍端末、電子辞書・電卓、ゲーム機、
カー用品（カーナビ、カーステレオデッキ等）
●使用済小型家電からの再資源化結果
　平成28年度に回収された使用済小型家電
から再資源化された代表的なものの量をお
知らせします。
　金＝0.153kg　銀＝1.146kg　鉛＝0.012kg
　※再資源化量は認定事業者からの報告書に
　　よる。
　引き続き使用済小型家電の回収にご協力
をお願いします。

　燃やせるごみのうち、約半分を生ごみが
占め、その生ごみの80％以上が水分と言わ
れています。
　組合では、生ごみの減量化に向けた取り
組みのひとつとして、「ひと絞り運動」を推
進しています。
●生ごみのひと絞り効果
■生ごみを絞ることで約10％減量すること
　ができます。
■生ごみの腐敗や悪臭が軽減され、ごみ集
　積所の環境を良くすることができます。
■ごみの減量化により、収集車の運搬効率
　や処理施設での焼却効率を向上させ、　二
　酸化炭素の排出を抑制することができ、さ
　らには処理費用を低減することにつながり
　ます。
●水切りアイデアの紹介
■野菜くずは濡らさないようにし、直接ご
　み袋に入れる。
■お茶殻などの水分が多い物は、乾燥させ

　てから捨てる。
■三角コーナーの生ごみは、一晩おいてか
　ら捨てる。
■水切りネットを手で絞る。
　出来ることからチャレンジしてみてくだ
　さい。
●生ごみの堆肥化でさらに減量
　生ごみの減量とリサイクルを目的に、生
ごみの堆肥化も推進しています。構成市町
村では、生ごみ処理機や処理容器の購入費
の一部を補助していますので、お住まいの
市町村にお問い合わせください。
 

　資源物として回収されたごみは、原料として
再利用され、様々な製品へ生まれ変わります。
　異なった種類のもの、汚れたもの、強い臭
いが付いているものが混入した場合は、原料
としての評価に影響します。資源分別にご協
力をお願いします。
●粗大ごみの持ち込みについてのお願い
　粗大ごみのうち、状態が良く再利用できる
ものについては、再生品展示会において希望
される人にお譲りしていますので、むやみに
切断等を行わず持ち込むようお願いします。

（お譲りできる粗大ごみ＝木製の家具、スチー
ルロッカー等電気を使用しないもの。）
　再生品展示会は、開催日が決まり次第、
お住まいの市町村広報や組合ホームページ
でお知らせします。

生ごみのひと絞りにご協力願います

資源分別にご協力願います

平成28年度再生品展示会



6　宮古地区広域行政組合広報

　ごみを出すときには、乾電池の抜き取り
をお願いします。
　乾電池は、処理の過程で有害物の漏出や
爆発の危険性があり、適切に処理する必要
があります。 

　食べられるのに捨てられている食品のこ
とを「食品ロス」といいます。
　食品ロスを減らすことが、生ごみを減ら
すことにつながります。
　食材を買い過ぎず、使い切る、食べきる
ようにし、消費期限と賞味期限を理解しま
しょう。
■消費期限＝期限を過ぎたら食べない方が
　よい期限。
■賞味期限＝おいしく食べることができる
　期限。食べられるかどうかは見た目やに
　おいで判断。
 

●フリーマーケットの開催
　家庭で使用しなくなった物品の譲り渡し
又は譲り受けを希望する人に施設を解放し、
フリーマーケットを開催しています。開催
は、５月～10月の各月最終日曜日です。
　出店を希望される人は、お住まいの市町村
広報や組合ホームページを確認のうえ申込み
ください。 　　　　  TEL：0193-64-7111

 

●ポスターコンクールの開催
　小学生を対象に、３Ｒ・環境保護を推進す
るための啓発用ポスターを募集しています。
　各小学校に案内している募集内容を確認
のうえ、ご応募ください。
 

　事務局施設課では、小学生の社会科見学の
ほか団体（概ね10名以上）向けの施設見学も
実施しています。申し込み方法などについて
は、施設課にお問い合わせください。

TEL：0193-64-7111
■見学できる施設
　宮古清掃センター、一般廃棄物最終処分
　場、宮古衛生処理センター及びみやこ広
　域リサイクルセンター。
　※工事等の都合により見学できない場合
　　があります。

乾電池の抜き取りを忘れずに

食品ロスを削減しましょう
施設見学のご案内

イベント情報
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●平成28年度見学者の状況
学　校 22団体 515人
一　般 ─ ─
視　察 3団体 31人
合　計 25団体 546人

施設見学の様子

平成29年5月28日開催 フリーマーケット
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【宮古地区広域行政組合消防職員を募集します】
●募集職種／採用予定人数
　初級消防／７人程度
●受験資格
　平成 4 年 4 月 2 日以降に生まれた人で、
高校卒業以上の学歴を有する人（卒業見込み
も含む）。
　消防職員として職務遂行に必要な身体、体
力を有する健康な人
　ただし、次のいずれかに該当する人は受験
できません。
■日本国籍を有しない人
■成年被後見人または被保佐人
■禁固刑に処せられ、その執行を終わるまで、
　またはその執行を受けることがなくなるま
　での人
■日本国憲法またはその下に成立した政府を
　暴力で破壊することを主張する政党その他
　の団体を結成し、またはこれに加入した人
●試験日／場所
■第一次試験＝９月17日（日）
　午前９時30分受付、午前10時開始
　会場／岩手県立大学宮古短期大学部
■最終試験＝10月下旬
　会場／市民総合体育館
●試験の内容
■第一次試験＝教養試験、作文試験、消防
　　　　　　　適性検査

■最終試験＝人物試験（個別面接）、身体検
　　　　　　査、体力検査
●申込用紙の配布
　７月18日（火）から次の場所で配布してい
るほか、消防本部ホームページからダウン
ロードできます。
■消防本部、宮古・山田・岩泉消防署、田老・  
　田野畑・新里・川井分署

〔Web〕http://www.fire.miyako.iwate.jp
　郵便請求の場合は、封筒の表に「受験願書
希望」と赤で明記し、120円切手を貼ったA
４判返信用封筒（住所、氏名を明記）を同封し
て宮古地区広域行政組合消防本部総務課職員
係まで請求してください。
●申込方法
　申込用紙に必要事項を記入し、持参または
郵送して下さい。
●受付期間
　7月18日（火）午前8時30分～8月10日（木）
午後5 時15分（土・日・祝日を除く。持参、
郵送ともに８月10日（木）午後５時15分必着）
●成績順位の通知
　試験の結果不合格になった人で、希望者に
は試験の得点や順位をお知らせします。
●申し込み
　宮古地区広域行政組合消防本部総務課
　職員係
　〒027-0072　宮古市五月町 2 番 1 号
　TEL 0193-71-1193

消防本部からのお知らせ

熱中症の予防と応急手当
　夏に向けて、熱中症になる人が増えてきます。熱中症予防のポイントと応急手当の
方法についてお知らせします。
◆熱中症予防のポイント◆
　・室温をこまめにチェックし、エアコンや扇風機等を活用！
　・のどが渇かなくても水分補給をしましょう！
◆熱中症の応急手当◆
　・涼しい場所や日陰のある場所へ移動し、衣服を緩め、安静に寝かせる
　・エアコンをつける、扇風機・うちわなどで風をあてて、体を冷やす
　・飲めるようであれば水分をこまめに取らせる
　・首のまわり・脇の下・太もものつけねなど太い血管の部分を冷やす
◆このような症状がみられたら救急車を要請してください◆
　・意識障害（受け答えや会話がおかしい）　・けいれん　・運動障害（普段通りに歩けない）
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　今年３月岩泉消防署に救助工作車を新規
配備し、併せて救助隊を設置しました。
　主に岩泉町、田野畑村で発生した救助事案
に対応します。
　これにより消防本部では、宮古・山田・
岩泉の各消防署に救助工作車が１台ずつの
配備となりました。
　救助工作車は災害時の人命救助活動に使
用し、交通事故で車内に閉じ込められた人
など危険な場所から自力で脱出できない人
を救助する車です。
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救助工作車
岩泉消防署

Ⅱ型

岩泉消防署
救助工作車の紹介

●主な仕様
配置年月 平成29年3月
長　　さ 7.30m 高　　さ 3.18m

幅 2.32m 総 重 量 約10 t
駆動方式 四輪駆動 排 気 量 6,400cc
変 速 機 6速マニュアル 定　　員 6人

●主な性能
・車両上部にクレーン装置があり、2.9 t
までのものが吊り上げられます。
・車両前方にウインチ装置があり、約5t
のものを引っ張ることができます。
・上部に伸縮式の発電照明装置があり、
災害現場全体を照らすことができます。
  また、車両から電源を確保することもで
きます。
・100種類以上の救助資機材が積載されて
います。


